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平成26年度末までに予定されている北陸新幹線の完成に併せ、富山駅

周辺などの中心市街地の高次都市機能※１を一層集積する必要がありま

す。

このため、富山駅周辺地区では鉄道施設によって南北に分断されてい

る市街地を一体化するため、在来線の連続立体交差事業や土地区画整理

事業などによる南北一体的なまちづくりを推進し、都市機能の高度化を

図る必要があります。

また、都市の顔となる中心市街地では、まちの賑わいを回復すること

が急務となっており、このため、そこに居住する人、訪れる人それぞれ

の視点に立った施策を展開し、人々が集い賑わう空間を創出する必要が

あります。

また、中心部の小学校の統合により発生する大規模な跡地等の活用方

策が重要な課題となっており、中心市街地の魅力を高めるよう効果的な

活用について検討する必要があります。

Ⅲ都市と自然が調和した潤いが実感できるまち

施策1 賑わいと交流の都市空間の
整備・充実Ⅲ-1-1

政策1 都市と自然が共生する賑わいとゆとりのまちづくり
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＊平成13年以降調査地点が１箇所（アーバンプレイス前）増。（歩行者通行量調査：毎年８月中旬の平日、日曜日に実施） 

富山駅周辺の7地点における歩行者通行量 

平日 
日曜日 
 

現状と課題

※１高次都市機能 居住、就業、娯楽、
交通などの単一都市機能を複合化するこ
とにより、多様で質の高いサービスの提
供と、より快適な都市活動ができる機能。
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（歩行者通行量調査：毎年８月中旬の平日、日曜日に実施） 

西町、総曲輪、中央通りの8地点における歩行者通行量 

平日 
日曜日 
 

年　　度 

　　平成16年度 

　　平成17年度 

参考 
平成19年1月末現在 

899

1,079

1,270

1日平均利用者数 

301,091

393,927

388,659

延べ利用者数 

13,274

15,546

22,113

おでかけ定期券申込者数 

 

※16.17は旧富山市のみ 

おでかけ定期券利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人） 

　　平成15年度 

　　平成16年度 

　　平成17年度 

参考 
平成19年1月末現在 

10.10

10.64

10.63

10.94

1便平均乗降者数 

313.04

329.99

329.45

339.24

1日平均乗降客数 

 
229,145

240,894

240,499

207,624

乗降者数 

コミュニティバス※２（まいどはやバス）利用状況　　　　　　　　　　　　　（人） 

年　　度 

※２コミュニティバス 中心市街地や公
共交通が不便な地域において、必要目的
に合わせて運行するバス。
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①富山駅周辺の南北一体的なまち

づくり事業の促進

北陸新幹線の整備を契機に在来

線の高架化を進め、南北に分断さ

れた富山駅周辺の市街地の一体化

による円滑な交通を確保するとと

もに、駅前広場などの整備や駅周

辺の土地の高度利用を促進し、県

都の玄関口としての機能と魅力を

高めます。

②中心市街地の賑わい再生

〈グランドプラザでの賑わい創出〉

人々が集まる「地域の顔＝たま

り場」として、イベント設備や大

型映像装置、心地よい休憩設備な

どが整ったグランドプラザを整備

し、さまざまなイベント等の誘致

に努め、中心市街地で人々が滞留

できる時間消費型空間としての環

境の整備を進めます。

〈城址公園や小学校跡地の整備〉

市民の日常的な憩いの場や多彩

なイベントの開催場所としての機

能に加え、歴史的資源を活かした

集客力のある施設として城址公園

の整備を進めます。

また、小学校跡地については、

中心市街地としての特性を生かす

ことを基本としながら、有効活用

についての調査・検討を進めま

す。

〈市街地再開発事業の推進〉

市街地再開発事業により、商業

や集合住宅、公共施設の複合施設

の整備などによる快適な都心居住

環境を整備し、定住人口の増加を

図り、都市の顔としての賑わい・

交流・生活の機能が一体となった

まちづくりを推進します。

〈公共交通の利便性の向上〉

中心市街地と周辺地域を結ぶ公

共交通である、おでかけバスの利

用促進による来街者の増加を図る

とともに、コミュニティバスの運

行による中心市街地の回遊性の向

上に努めます。
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富山駅周辺地区の 
歩行者数 
富山駅周辺の歩行者数 

平日 
47,889人 
日曜 

34,022人 
（18年度） 

平日 
50,000人 
日曜 

35,000人 

平日 
25,948人 
日曜 

24,932人 
（18年度） 

平日 
34,000人 
日曜 

32,000人 

ライトレールなどの整備により、５％程度の
富山駅周辺の歩行者数の増加を目指す。 

中心商店街の 
歩行者数 
中心商店街（西町、総曲輪、中央通り） 
の歩行者数 

市街地再開発事業の完成等により年6％
程度の増を目指す。 

指標とその説明 基準数値（年度等） 

 

23年度目標数値 

 

目標設定の考え方 

目標とする指標

施策の方向

グランドプラザの完成イメージ図
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③歩行空間の整備・充実

まちなかでの滞留時間を増やし

賑わいを創出するため、公開空地※３

と一体となった歩道、歩行者が小

休憩できる緑や花のあるスペー

ス、自転車駐車場、さまざまな施

設への誘導サインなどを整備する

とともに、老朽化した側溝などの

再整備を図り、まちを訪れる人が

快適に歩くことのできる歩行空間

の形成に努めます。

④やすらぎ空間の創生

居住者や訪れる人によって親し

まれる憩いの場として街区公園を

整備するとともに、中心市街地の

貴重な水辺空間である松川・いた

ち川の活用に向けた環境整備を推

進します。
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＊まちなかでのイベントに参加し、まちの賑わい創出に
協力する。
＊中心市街地を訪れる際は、公共交通の利用に努める。

市民に期待する役割

※３公開空地 民有地内で、歩行者の通
行や利用を可能とした公開性のあるまと
まった空地。
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富山駅周辺地区南北一体的なまちづくり

事業 
 

 

富山駅周辺地区土地区画整理事業 

 

グランドプラザ整備・運営事業 
 

 

城址公園整備事業 

 

総曲輪通り南地区第一種市街地再開発

事業 

まちなか再生推進事業 

（西町南地区、桜町地区） 

 

コミュニティバスの運行 
 

 

 

おでかけバス事業 

 

平和通り等整備事業 
 

道路景観形成事業 

街区公園再整備事業 

 

事　業　名 

富山駅付近連続立体交差事業　 

L＝1.8D 

事業進捗率　10.8% 

富山駅周辺地区土地区画整理事業　 

A＝10.4ha 

事業進捗率　7.8% 

整備工事着手 
 

南西部用地取得 

濠・石垣整備工事 

進捗率46% 

施設建築物工事 
 

市街地再開発事業に向けての支援・誘導 
 

中央ルート  1日31便 

8.53人/便・日 

清水町ルート 1日31便 

12.73人/便・日 

平成17年度利用者数 

39万人 
 

北側歩道整備延長190C 
 

整備延長  78C 

施設整備　1公園 

 

平成１８年度末現況 

 

事業進捗率　34.1% 

 

 

事業進捗率　43.7%
 

 

延長約65C、幅員約20C 

イベント開催など 

 

施設整備　進捗率80% 

 

延床面積　約44,200G 
 

事業の継続実施 
 

 

事業の継続実施 

 

 
事業の継続実施 

利用者数　250万人 

　（50万人×5年） 

歩道及びアーケードの整備 

整備延長270C 

整備延長280C 

施設整備　8公園 

 

事業の概要（１９～２３年度） 

総合計画事業概要
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それぞれの地域における豊かな自然や歴史、文化などの多様な資源を

生かし、観光・交流拠点としての機能を高め、地域を活性化していくこ

とが重要となっています。

このため、豊かな自然の中で癒しの効果が期待される温泉施設や、地

域の歴史や文化について学ぶことができる資料館などの施設を充実さ

せ、さまざまな交流活動につなげていく必要があります。

また、「木」をまちづくりに活用した木と出会えるまちづくりなどの

地域の個性を発揮する取り組みが重要となっています。

施策2 地域の個性と特性を生かした
まちづくりⅢ-1-2

各地域の主な観光・交流拠点、歴史文化に関する展示施設など 

富 山 地 域
 

 

大沢野地域 

大 山 地 域  

婦 中 地 域  

 

八 尾 地 域  

 

山 田 地 域  

 

細 入 地 域  

富山市ファミリーパーク、  とやま古洞の森自然活用村、  富山市民俗民芸村、  岩

瀬カナル会館、  森家、  浮田家 

猿倉山スキー場、 大沢野ウェルネスリゾートウィンディ、 風の城、 猿倉山森林公園 

立山山麓スキー場、  亀谷温泉、  有峰森林文化村、  大山農山村交流センター 

婦中ふれあい館、  婦中ふるさと自然公園、  羽根ピースフル公園、  安田城跡資

料館 

八尾ゆめの森ゆうゆう館、  八尾おわら資料館、  越中八尾曳山展示館、  八尾化

石資料館 

牛岳温泉スキー場、  牛岳温泉健康センター、  ふれあいの里ささみね、森のコテ

ージ木・MAMA

神通峡岩稲温泉楽今日館、  飛越ふれあい物産センター 林林、  森林公園天湖

森、  猪谷関所館 

現状と課題
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75,288
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55,205

194,410

171,230

241,522

167,386 163,002
156,223152,862

142,256

131,727

138,234

16,298

82,481
88,545

85,252

175,072179,637

古洞の湯 ウィンディ ゆうゆう館 楽今日館 牛岳温泉健康センター 大長谷温泉 白樺ハイツ 
0
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（人） 

市内の主な温泉施設利用者数 

温泉施設利用客数 
市内の主な温泉7施設の年間利用者数 

856,759人 
（17年） 

860,000人 滞在型観光を進め、現状より増を目指す。 

スキー場入込客数 
（再掲Ⅳ-1-2） 
市内スキー場の入込客数 
（らいちょうバレー、極楽坂、牛岳温泉、 
あわすの、猿倉山） 

262,343人 
（17年） 

263,000人 スキー人口が減少する中で、各スキー場の
魅力を高め、現状維持を目指す。 

博物館等の観覧者数 
(再掲Ⅰ-1-4) 
市立博物館等19施設の入館者数 

547,562人 
（17年度） 

600,000人 展示内容等の充実を図り、毎年2％程度の
増加を目指す。 

指標とその説明 基準数値（年度等） 

 

23年度目標数値 

 

目標設定の考え方 

目標とする指標

①交流拠点施設の充実

それぞれの地域に整備されてい

る温泉施設や歴史・文化に関する

既存施設の充実に努めるととも

に、積極的なＰＲ活動を展開し、

集客力を高め、地域の活性化につ

なげます。

また、廃校となった小学校の特

色を生かした活用策やスキー場の

通年活用策について検討します。

②地域の個性の発揮

それぞれの地域の個性を大切に

しながら交流活動を推進するた

め、「木」をテーマにしたシンポ

ジウムやワークショップ※４の開催

などにより、地域での賑わい空間

の創出に努めます。

施策の方向

※４ワークショップ 所定の課題につい
ての検討会などで、個人の経験や意見・
情報などを出し合い、それをグループで
まとめることで、集まった人の持ってい
る力を生かして、より創造的に会議を進
める方法。
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＊交流拠点となる地域の施設を相互に利用し、地域間の
交流を深める。

＊それぞれの地域にある自然や文化などを尊重し、市民
共有の財産として保存・継承活動に参画する。

＊自らの地域について学び、地域の良さを知り、折に触
れて紹介する。

樫尾小学校保存活用事業
 

 

 

木と出会えるまちづくり事業 

事　業　名 

樫尾小学校校舎 

木造2階建て 

リビングアートイン大山の開催 

基調講演、シンポジウム、ワークショップ、

木工コンペティション等の開催 

平成１８年度末現況 

樫尾小学校施設の再生整備
 

 

リビングアートイン大山の継続開催 

　木を活かした施設案内板等の整備 

事業の概要（１９～２３年度） 

市民に期待する役割

総合計画事業概要

③個性的で機能的なサイン整備

訪問者が富山らしさを感じなが

ら過ごせるよう、木のぬくもりを

生かしたベンチや案内板などを整

備するとともに、訪問者を交流拠

点施設などへ円滑に誘導するサイ

ンの配置に努めます。

また、国際化に対応するため、

外国語表示によるサイン標識の設

置に努めます。
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①自然景観や伝統的な景観の保全

・活用

立山連峰や神通川、常願寺川、

豊かな森林、田園風景などがもた

らす自然景観を大切にするととも

に、岩瀬地区や八尾地区の伝統的

なまち並み、歴史的な建造物がも

たらす景観の保全に努めます。

また、屋外広告物対策として、

違法な張り紙や立て看板などの除

去、屋外広告物研修会の開催など

を推進します。

②良好な市街地景観の創出

市街地における良好な景観を確

保するため、無電柱化を推進する

とともに、街路樹等の適切な管理

による緑豊かなまち並み景観の創

出に努めます。

また、街路樹の雪吊りや雪囲い、

イルミネーションによる個性ある

冬期間の景観の創出を図ります。

③景観に関する市民意識の啓発

まちの景観づくりに関する市民の

意識啓発に努め、市民が行う景観

まちづくり活動を支援します。
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美しい景観は、そこで暮らす人の心に安らぎやゆとりをもたらすばか

りでなく、訪れる人の心にも美しい富山市を印象付けることとなりま

す。

このことから、海岸部から山岳地帯までの豊かな自然景観や、地域の

歴史を物語る建造物群の景観などを保全・活用するとともに、市街地に

おいても良好なまち並みを整備し、よりよい景観の創出を進めていく必

要があります。

施策3 ふるさと景観の保全・形成Ⅲ-1-3

違法なはり紙・ 
はり札等の除去件数 
違法なはり紙・はり札等の除去件数 

4,334件 
（17年度） 

3,000件 
（28年度目標2,000件） 

市民・事業者の意識の高揚を図りながら、
年間200件程度の除去件数の減少を目指
す。 

指標とその説明 基準数値（年度等） 

 

23年度目標数値 

 

目標設定の考え方 

現状と課題

目標とする指標

施策の方向
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＊道路愛護ボランティアなど地域の美化活動に参加す
る。
＊地域に暮らす人々の生活そのものが良好な地域の景観
づくりに影響を与えることを認識し、主体的に景観づ
くりに取り組む。
＊事業者は、景観に関する法令を遵守し、地域の構成員
として、景観の保全に努める。

 

景観まちづくり推進事業 

 

歴史的まち並み修景等整備事業
 

 

まち並み保存活用推進事業 

（再掲$-2-1） 
 

無電柱化事業 

事　業　名 

景観セミナー、ワークショップの開催など 

市民団体登録数　3団体 

協議会認定数　　1団体 

伝統的家屋及び一般建築物などの修景 

空家活性化事業 

岩瀬地区の廻船問屋の資料調査 

旧森家の展示活用 
 

整備延長 0.1㎞（18年度予定） 

平成１８年度末現況 

事業の継続実施 

市民団体登録数　18団体 

協議会認定数　　3団体 

事業の継続実施
 

 

岩瀬地区の伝統的建造物群選定の調査

など 

まち並みを生かした施設整備など 

整備延長 1.8㎞ 

事業の概要（１９～２３年度） 

市民に期待する役割

総合計画事業概要
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市街地の拡散による都心部の空洞化が進む中、既成市街地を良好な都

市基盤として再生・整備するとともに、市街地を取り巻く優良な農地や

豊かな森林を保全するため、郊外の土地利用の転換を抑制することが必

要となっています。

このため、さまざまな機能が集積した魅力ある市街地を計画的に整備

していく必要があります。

また、市営住宅については、高齢者や障害のある人の居住環境に配慮

するとともに、それぞれの地域でのニーズに対応した住宅を整備する必

要があります。

施策4 ゆとりが感じられる
都市生活基盤の整備Ⅲ-1-4

行政庁 

公　共 

組　合 

個人・共同 

計 

土地区画整理事業の施行主体別施行状況（平成18年4月1日現在）　　　　（ha、％） 

施行済 

件数 面積 面積 面積 比率 
施行主体 

施行中 計 

 件数 件数 

567.2

944.2

150.8

332.6

1,994.8

3

9

18

51

81

－

2

3

1

6

3

11

21

52

87

－

71.0

37.3

5.1

113.4

567.2

1,015.2

188.1

337.7

2,108.2

26.9

48.2

8.9

16.0

100.0

－

9

35

39

14

7

－ 

104

3,924

74

191

211

206

25

30

4,661

847

4

38

－

－ 

－ 

－ 

889

296

5

－

－

－

－

30

331

12

14

52

－ 

－ 

－ 

－ 

78

2,586

42

66

172

192

18

－ 

3,076

183

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 

183

市営住宅の概況（公営、特定公共賃貸住宅等を含む。平成18年4月1日現在）　（戸） 

富山地域 

大沢野地域 

大山地域 

八尾地域 

婦中地域 

山田地域 

細入地域 

合計 

総数 
木造 

地域 

区　　　　分 

簡易耐火 
構造平屋 

簡易耐火 
構造２階 
建て 
 

低層耐火 
構造（1- 
2階建て） 

中層耐火 
構造（3- 
5階建て） 

高層耐火 
構造（6階 
建て以上） 

現状と課題
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①土地区画整理事業の推進

既成市街地の再整備を行うた

め、土地区画整理事業による面的

整備を推進します。また、組合施

行による土地区画整理事業には、

適正な事業計画となるよう支援を

行います。

②多様な市民ニーズに対応した市

営住宅の整備

高齢者や障害のある人、母子世

帯など多様な居住ニーズに対応する

ため、老朽化した市営住宅の改築に

ついては公民連携による手法※５も

導入しながら進めるとともに、ま

ちの景観に調和するよう市営住宅

等の景観改善に努めます。

＊地域や市全体のまちづくりに関心を持ち、良好な都市
基盤の再生・整備に参画する。

山室第２土地区画整理事業 

富山駅周辺地区土地区画整理事業 

（再掲Ⅲ-1-1） 
 

組合等施行土地区画整理事業 

市営住宅整備事業 

事　業　名 

進捗率　49.9％ 

富山駅周辺地区土地区画整理事業 

A＝10.4ha 

事業進捗率　7.8% 

4地区の土地区画整理事業 

市営住宅戸数4,661戸 

平成１８年度末現況 

進捗率　88.5％ 

 

事業進捗率　43.7% 

 

事業の継続実施 

300戸の建替え 

事業の概要（１９～２３年度） 

施策の方向

市民に期待する役割

総合計画事業概要

※５公民連携による手法 PFI、買取り、
借り上げ等、公共と民間の連携・協働によ
って公共性の高い事業を進めていく手法。

PFI 公的な社会資本の整備・運営
に民間資本や経営ノウハウを導入
する手法（ ）
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多彩な表情を持つ富山湾や、市内を清らかに流れる神通川、常願寺川

をはじめとするさまざまな河川の美しい水辺環境は、訪れた人に安らぎ

を与えるとともに、地域の魅力を高める貴重な資源としての活用が期待

されています。

このため、海洋性レクリエーション拠点の整備などによる海辺空間の

活用や、スポーツ・レクリエーションの場としての河川空間の活用によ

り、多様な自然体験や交流活動を推進し、水辺の賑わいを創出しながら

豊かな自然環境を将来に継承していくことが重要となっています。

施策1 水辺環境の保全・育成Ⅲ-2-1

政策2 「海・川・森・山」水と緑が映える潤いと安らぎのまちづくり

（人） 

市内海水浴場の利用状況 

岩瀬浜 
海水浴場 

八重津浜 
海水浴場 

浜黒崎 
海水浴場 

平成15年 
平成16年 
平成17年 

120,000

150,000

75,000

65,000

3,900 5,000 4,300

70,000

120,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

①海洋レクリエーション拠点の整

備

水橋漁港のフィッシャリーナ※１

の整備により、プレジャーボート※２

の収容場所としての利用を促すと

ともに、海の恵みを活用したさま

ざまな交流活動を促進し、海洋レ

クリエーションの拠点としての機

能の充実を図ります。

また、美しい海辺や海岸の保全

に取り組みます。

さらに、砂浜の侵食防止対策を

関係機関に働きかけます。

②河川の活用による沿川地域の活

性化

神通川や常願寺川などの河川を

親水空間として活用するため、河

川敷の整備による水辺での憩いの

場を創出するとともに、ボートや

カヌーなど、河川を利用したスポ

ーツ・レクリエーションの振興によ

り、沿川地域の活性化を図ります。

＊海や川での交流活動に参加する。
＊海岸や河川敷の環境保全に努める。

海洋レクリエーション施設整備事業
 

 

水辺空間整備事業 

事　業　名 

西護岸新設、道路護岸新設、臨港道路新

設、陸上保管施設整備など 

平成１８年度末現況 

ビジター桟橋、浮き桟橋、上下架施設、管

理棟、駐車場、緑地広場など 

水辺空間整備　2河川 

事業の概要（１９～２３年度） 

現状と課題

施策の方向

市民に期待する役割

総合計画事業概要

※１フィッシャリーナ フィッシュ（魚）
とアリーナ（劇場）とを組み合わせた造
語。漁港、漁村の豊かな自然環境を背景
に、魚を中心に人々が集まるところをイ
メージした施設。漁業活動のための区域
と、遊魚等の海洋性レクリエーションの
基地としての区域を明確にし、漁港内で
漁船とプレジャーボート・遊漁船等との
利用の調整を図るとともに、広く開かれ
たふれあいの場として、漁業と海洋性レ
クリエーションとの調和ある発展を目指
すもの。
※２プレジャーボート レジャー用とし
て使う、モーターボート、ヨットなどの
船舶。
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公園や緑地は、都市部の緑豊かな景観を構成し、市民が身近に自然と

親しみ安らぎを感じられる場であり、スポーツ・レクリエーションや交

流活動などでの利用に加え、災害時の避難場所としての役割も果たして

います。

このことから、地域の状況や現在の市民ニーズを把握することで、市

民にとって利用しやすく親しまれる公園・緑地を整備し、緑豊かな環境

を保全していく必要があります。

施策2 公園・緑地の整備Ⅲ-2-2

都市公園の地区別状況（平成18年4月1日現在） （ha） 

総数 

箇所 面積 
地区名 

総合公園 地区公園 近隣公園 街区公園 その他 

570.25

458.46

44.01

14.39

37.47

15.92

－

－

117.20

915

705

84

21

39

66

－

－

7

箇所 面積 

247.26

225.60

－ 

－ 

21.66

－ 

－ 

－ 

19.10

9

7

－

－

2

－

－

－

2

箇所 面積 

39.60

24.20

－ 

－ 

10.67

4.73

－ 

－ 

－ 

9

6

－ 

－ 

2

1

－ 

－ 

－ 

箇所 面積 

38.01

19.77

16.90

－ 

－ 

1.34

－ 

－ 

1.20

24

14

8

－ 

－ 

2

－ 

－ 

1

箇所 面積 

80.63

61.44

6.36

0.89

5.14

6.80

－ 

－ 

－ 

843

654

73

19

35

62

－ 

－ 

－ 

箇所 面積 

164.75

127.45

20.74

13.50

－ 

3.05

－

－ 

96.90

30

24

3

2

－ 

1

－ 

－ 

4

富山市 

富山地域 

大沢野地域 

大山地域 

八尾地域 

婦中地域 

山田地域 

細入地域 

県営分（再掲） 

220,205

217,559

214,161

197,074

180,509

102,451

80,287

80,139

67,566

65,368

88,018

78,036

77,898

66,080

63,791

14,433

2,251

2,241

1,486

1,577

29,027

22,378

23,084

19,348

18,660

16,336

16,156

16,619

13,896

13,875

12,691

6,222

6,465

5,452

4,785

88,727

114,894

110,938

110,160

96,481

ファミリーパーク（動物園）の入園者数 （人） 

総数 
計 

個　　人 団　　体 無　料 
入園者 

大人 小人 計 大人 小人 

13年度 

14年度 

15年度 

16年度 

17年度 

 

①多様な目的に対応した公園など

の整備

〈総合公園の整備〉

総合公園は、休養や遊び、スポ

ーツなどの総合的な利用目的に対

応した公園として施設の整備に努

めます。

また、本市の個性や地域の特性

現状と課題

施策の方向
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に配慮したシンボル的な公園とし

てのあり方について検討します。

〈地区公園の整備〉

地区公園は、徒歩圏内に居住す

る市民の利用を目的として、身近

なスポーツを中心としたレクリエ

ーション活動や、コミュニケーシ

ョンを図る公園として整備を進め

ます。

〈近隣公園の整備〉

近隣公園は、市民の日常的な屋

外レクリエーション活動の場や憩

い・やすらぎの場として、また、

災害時の一時避難場所として整備

を進めます。

〈街区公園の整備〉

街区公園は、地域住民の遊びや

憩いの場として、児童や高齢者の

利用に配慮した整備を進めます。

また、都心居住者にも親しまれ

る憩いの場として、老朽化の著し

い街区公園の再整備を進めます。

〈都市緑化植物園の整備〉

都市緑化植物園は、植物に触れ

ることや、植物の栽培体験ができ

る公園として、また、緑化意識の

高揚、植栽知識の普及などの情報

を発信する拠点として整備を進め

ます。

〈ファミリーパークの整備〉

ファミリーパークは、自然環境

の学習拠点として、また、動物に

触れることができる場として、自

然生態園やふれあい動物園などの

整備を進めます。

〈地域広場の整備〉

地域の生活拠点地区における住

民の憩いの広場として、また、災

害時の避難場所として地域広場を

整備します。

〈公園管理体制の充実〉

地域に居住する造園経験者や、

趣味で園芸を行っている市民の知

識や技術を公園管理に生かすた

め、地域と一体となった公園管理

体制の整備に努めます。

②緑地の維持と緑化活動の推進

市街地における緑あふれる景観

を確保し、騒音などの発生源と市

街地を遮断する緩衝帯の役割を果

たす緑地の維持に努めるととも

に、身近な環境をより緑豊かにす

るため、宅地や事業所、まちなみ

に花や緑を増やす施策を推進しま

す。

また、本市の中心部近くの貴重

な緑地である呉羽丘陵について

は、自然とふれ合う場としての整

備に努めます。

さらに、一定の基準を満たす樹

木や樹林を指定し、地域の歴史と

ともに育まれてきた古木などの保

存に努めます。

＊身近な公園の環境保全に努める。
＊自宅周辺などの身近な地域の緑化に努める。

市民に期待する役割
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総合公園整備事業 

地区公園整備事業
 

 

近隣公園整備事業
 

 

街区公園再整備事業（再掲#-1-1） 

都市緑化植物園整備事業
 

 

ファミリーパーク整備事業
 

 

公園管理サポート事業 

事　業　名 

施設整備１公園（13～18年度） 

施設整備１公園 

用地取得１公園 

施設整備１公園 

用地取得１公園 

施設整備　1公園 

施設整備　進捗率52.1％ 

（園路工、水路工、植栽工） 

施設整備（自然体験センター、自然生態園）
 

 

公園サポート活動の実施 

2公園 

平成１８年度末現況 

施設整備１公園 

施設整備３公園 

用地取得１公園 

施設整備８公園 

用地取得５公園 

施設整備　8公園 

施設整備　進捗率62.4％ 

（園路工、植栽工） 

施設整備（自然生態園、ふれあい動物園

など） 

公園サポート活動の実施 

16公園 

事業の概要（１９～２３年度） 

総合計画事業概要
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中山間地域※３は、森林を育み、農地を守ることにより、国土の保全や

水源の涵養などの重要な役割を果たしてきました。

また、豊かな自然とともに大切に継承されてきた多様な伝統・文化が

あり、人々に安らぎと憩いの場を提供してきました。

しかし、近年の産業構造の変化や高齢化、人口の減少などにより活力

の低下が懸念されており、また、地域を支えてきた産業の一つである農業

についても、小規模な農家経営の持続が困難な状況になりつつあります。

このため、豊かな自然環境を活用した都市住民との交流の促進、集落

機能の強化などにより地域の活性化を推進する必要があります。

施策3 中山間地域の振興Ⅲ-2-3

①山間地での自然体験空間の整備

四季折々に表情を変える豊かな

自然の保全に努めます。

また、大自然の中で行うレクリ

エーション活動や森林浴など森林

の持つ癒しの機能を通して、心と

体の健康の増進を図るため、森林

機能についての意識啓発に努める

とともに、各種ツーリズムを推進

します。

さらに、自然公園や森林公園な

どの自然体験空間の整備を進める

とともに、スキー場の通年利用に

ついて検討します。

②都市と山村地域の交流事業の推

進

中山間地域での農作業などの生

活体験を通じて、都市住民の農山

村への理解を深めるためのグリー

ンツーリズム※４の推進をはじめと

して、さまざまな資源を活用した

都市と山村地域の交流活動を促進

し、中山間地域の活性化を推進し

ます。

また、都市部と山間部の市民連

携のもと、棚田の保全をはじめと

した中山間地域の農業を支える取

り組みを推進します。

さらに、農林産物の特産品の開

発などによる地域活性化に向けた

取り組みを支援します。

＊中山間地域の自然公園などを利用し、交流活動に参加
する。

＊森林の有する価値を認識し、森林の整備・保全に努める。

現状と課題

施策の方向

市民に期待する役割
※３中山間地域　山間地とその周辺の地
域を指す。全国の森林の約８割、農地の
４割が中山間地域にあり、一般に傾斜地
が多いなど農業生産条件は不利だが、国
土の保全、水資源の涵養などの多くの機
能を有している地域。
※４グリーンツーリズム 緑豊かな農山
漁村地域において、その自然、文化、人々
との交流を楽しむ滞在型の余暇活動。
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自然公園等整備事業 

都市農山漁村交流推進事業 

（再掲Ⅳ-4-2） 

中山間地域等農業活性化支援事業 

事　業　名 

森林・自然公園等7箇所 

グリーンツーリズムの推進 

重点推進地区4箇所 

とやま棚田保全事業 

平成１８年度末現況 

公園施設整備の継続実施 

重点推進地区14箇所
 

 

事業の継続実施 

事業の概要（１９～２３年度） 

（農林水産省資料） 

中山間地域の範囲（イメージ） 

（農林水産省資料） 

中山間地域の多面的機能 

総合計画事業概要
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本市では、持ち家志向が高く自動車の保有率が高いことなどの要因か

ら、車に過度に依存した、人口密度の低い、薄く広がった市街地が形成

されており、車を運転しない高齢者等にとって暮らしにくいまちとなっ

ています。

今後は、日常生活に必要な施設がコンパクトに整い、利便性の高い公

共交通が利用されることで、誰もが各種サービスを不便なく受けること

のできる、歩いて暮らせるまちづくりを進める必要があります。

施策1 歩いて暮らせる
まちづくりの推進Ⅲ-3-1

政策3 コンパクトなまちづくり

（国勢調査） 

持ち家比率　　　　　　　　　　 （％） 

平成2年度 平成12年度 

61.2

83.2

74.8

61.1

79.3

71.0

全　国 

富山県 

富山市 

（富山県運輸概況） 

１世帯当りの自動車保有台数 　 　 （台） 

平成6年度 平成16年度 

0.97

1.41

1.34

1.11

1.73

1.62

全　国 

富山県 

富山市 

市内軌道線（既存） 

環状線化ルート（案） 

市内電車の環状化イメージ

現状と課題
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49.2

197,258

215,288
222,860 221,420 218,679

52.6 53.4 52.6 51.9

0

40,000

80,000

120,000

160,000

200,000

240,000

0

20

40

60

80

100

120
（人） （％） 

D I D人口の推移 

平17平12平7平2昭60

ＤＩＤ人口 
総人口に 
占めるＤＩＤ内 
人口の割合 

（国勢調査） 

総人口に占める 
DID人口の割合 
国勢調査における総人口に占める 
DID内人口の割合 

51.9％ 
（17年度） 

基準数値より増 
コンパクトなまちづくりを推進し、減少傾向に
あるDID地区内の人口を高め、基準数値よ
り増を目指す。 

指標とその説明 基準数値（年度等） 

 

23年度目標数値 

 

目標設定の考え方 

目標とする指標

施策の方向

①コンパクトなまちの実現に向け

た整備計画の推進

農山村部の集落機能の維持など

地域特性に配慮した施策を進める

とともに、市街地の拡散に歯止め

をかけるため、都心部や生活拠点

への都市機能の集積を図り、コン

パクトなまちづくりを進めます。

本市の都市づくりの指針として

地域別の将来のあり方を示すた

め、都市マスタープランを策定し

ます。

都心地区は、まちなか居住の推

進による人口回帰を図るとともに、

低未利用地の高度利用の促進など

により多様な機能が集合する広域

的な拠点として再生を図ります。

また、既成市街地の周辺部や公

共交通幹線沿線の地区は、日常生

活に必要な機能が集積した地域の

生活拠点として整備を進めます。

②公共交通の活用による歩いて暮

らせるまちづくり

公共交通の活性化を図るため、

鉄軌道網やおでかけバスの利用を

促進するとともに、都心地区とそ

れぞれの地域の生活拠点とを結ぶ

公共交通機関の利便性を高めて、

全市的に歩いて暮らせるコンパク

トなまちづくりを推進します。

また、市内電車の環状線化やコ

ミュニティバス※１の運行による中

心市街地の回遊性の向上に努めま

す。

※１コミュニティバス 中心市街地や公
共交通が不便な地域において、必要目的
に合わせて運行するバス。
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＊地域や市全体のまちづくりに関心を持ち、地域の活性
化に努める。

＊日常生活において、できるだけ公共交通機関を利用す
る。

都市マスタープラン策定事業 

中心市街地まちづくり事業 
 

市内電車環状線化事業 

事　業　名 

都市マスタープラン素案の作成 

低未利用地活用推進調査
 

 

路線測量、基本設計など 

平成１８年度末現況 

都市マスタープランの策定 

都市再生市民グループの活動支援 

モデル地区での事業実施 

延長　約0.9D

事業の概要（１９～２３年度） 

市民に期待する役割

総合計画事業概要



184

Ⅲ
都
市
と
自
然
が
調
和
し
た
潤
い
が
実
感
で
き
る
ま
ち

本市では、市街地が郊外へ拡散を続けた結果、市街地の人口密度が県

庁所在地の中で最下位に位置するなど、薄く広がった市街地を形成して

います。

都心地区では、居住人口の減少とともに、商業等の都市機能が衰退し、

空洞化を進行させるとともに、空家や青空駐車場などが増加していま

す。

このため、まちの賑わいや活動のもととなる定住人口を増加させるこ

とが重要となっています。

施策2 まちなか居住の推進Ⅲ-3-2

27,233 26,711 26,264 25,928 25,612 25,388 25,131 24,498 24,062 24,09924,28024,723

平9平7 平8 平17平16平15平14平13平12平11平10 平18.4
0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000
（人） 

都心地区の人口（各年9月末住民基本台帳人口） 

現状と課題
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都心地区の人口 
都心地区（436ha）における人口の推移 

24,099人 
（18年度） 

26,500人 まちなか居住推進計画に基づき、26年度の
都心地区人口28,000人を目指す。 

指標とその説明 基準数値（年度等） 

 

23年度目標数値 

 

目標設定の考え方 

①まちなか居住の推進

〈事業者向け施策〉

まちなか住宅・居住環境指針に

適合する共同住宅の整備や店舗・

事務所等から住宅への転用、住宅

に併設する店舗等の整備を支援

し、まちなかでの住宅建設の促進

と生活の利便性向上を図ります。

〈市民向け施策〉

まちなかにふさわしい住宅の取

得やまちなか賃貸住宅への入居を

支援し、まちなか居住人口の回復

に努めます。

また、郊外からまちなかへの住

み替えを希望する高齢者世帯のた

め、当該世帯の所有住宅を活用し

た住み替え支援制度の普及に努め

ます。

〈まちなか居住の普及啓発〉

まちなか居住フェアーやシンポ

ジウム、ワークショップ※２の開催

などにより、まちなか居住の普及

啓発に努めます。

②まちなかの生活環境の整備

まちなかでの暮らしの利便性を

高めるため、生鮮食料品や日用雑

貨の販売店などの誘導立地を推進

します。

また、老朽化している側溝など

を再整備し、快適な歩行空間を創

出することにより、歩いて暮らせ

るまちづくりを推進します。

注）対象地区：総曲輪、愛宕、安野屋、八人町、五番町、柳町、清水町、星井町、西田地方、奥田 

区　分 
件数 

面　積　別　件　数 合　計 

総面積 100㎡ 未満 
100～ 
199㎡ 

200～ 
299㎡ 

300～ 
499㎡ 

500～ 
999㎡ 

1000㎡ 
以上 

500㎡ 
以上 
合計 
面積 

119,150

60,350

21,772

201,272

271,250

134,895

55,840

461,985

257

103

100

460

366

197

77

640

161

88

26

275

113

47

27

187

66

32

12

110

43

17

9

69

1,006

484

251

1,741

平成4年以前から
の駐車場 

平成5年から14年の間
に駐車場となったもの 

平成15年から16年の間に
駐車場となったもの 

計 

都心部における駐車場件数等の推移　　　　　　　　　　　　　　 　　 （件、㎡） 

目標とする指標

施策の方向

※２ワークショップ 所定の課題につい
ての検討会などで、個人の経験や意見・
情報などを出し合い、それをグループで
まとめることで、集まった人の持ってい
る力を生かして、より創造的に会議を進
める方法。
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＊まちなかに居住することを住まい方の選択肢とする。

まちなか居住推進事業
 

 

くらしのみちゾーン整備事業 

高齢者の持家活用による住み替え支援事業 

事　業　名 

補助対象戸数　120戸
 

 

整備延長　620C

平成１８年度末現況 

補助対象戸数1,350戸の増 

（累計　1,470戸） 

950Cの増（累計 1,570C） 

対象戸数　30戸 

事業の概要（１９～２３年度） 

市民に期待する役割

総合計画事業概要
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それぞれの地域における公共施設や商業施設などが集中している生活

拠点地区においては、環境との共生に配慮しながら生活道路の整備や公

共交通網の整備による生活環境の利便性を高める必要があります。

また、豊かな自然環境や特色あるまち並みなどそれぞれの地域特性を

生かした魅力ある生活空間の創出による地域の活性化が必要となってい

ます。

施策3 地域の生活拠点地区の整備Ⅲ-3-3

食品スーパー 

自宅 

病院 

行政サービス 福祉施設 

徒歩圏に日常の生活に必要
な機能が揃っていないため、
自動車がないと生活できない 

公共交通はあるが、サービス
水準が不十分で利用しにくい 

日常の足として使える
サービス水準を確保 

車を自由に使えない市民
にとっては極めて不便 

食品スーパー 

自宅 公共交通 
病院 

行政サービス 福祉施設 徒歩圏 

徒歩圏 

公共交通を活性化することにより、
自動車を利用しなくても日常生活に
必要な機能を利用できる 

現　状 

将　来 

お団子（徒歩圏）に 
串（公共交通）を通す 

串と団子によるコンパクトなまちづくりの基本概念 

①生活拠点地区の機能強化

地域社会の形成や快適な日常生

活を営むための基盤となる道路の

新設・改良や老朽化した橋梁の架

け替え、さらに、こども達が安全

に歩行できる歩道などの整備を進

めるとともに、市民が集える公園

や広場の整備などにより、地域の

生活拠点地区の良好な住環境の形

成に努めます。

現状と課題

施策の方向
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＊地域の特性を生かした住みやすい環境づくりに努め
る。
＊地域生活における生活環境の利便性の維持・向上のた
め、地元商店などの利用に努める。

宅地整備事業 

事　業　名 

9区画造成 

平成１８年度末現況 

17区画造成（累計26区画） 

事業の概要（１９～２３年度） 

市民に期待する役割

総合計画事業概要

また、それぞれの生活拠点地区

の定住人口の増加を図るため、各

地域の生活環境に適合した良質な

住宅・宅地の供給や定住支援メニ

ューの充実に努めます。
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本市の薄く広がった市街地の生活では、移動手段として自動車を選択

する人が多く、公共交通の利用者が減少し続けており、将来にわたって

現在の路線を維持していくことが困難となることが懸念されています。

また、自動車交通の増加は二酸化炭素の排出などによる環境への負荷

を増大させることになります。

これらの課題に対応するためには、公共交通の積極的な利用に向けて

市民意識を醸成することが極めて重要となっています。

施策1 公共交通の利用促進Ⅲ-4-1

政策4 生活拠点をつなぐ交通体系の充実

9,086

8,110

7,540

7,271

6,824

24,892

22,220

20,656

19,866

18,696

168

163

165

173

169

190

200

181

185

178

11,661

10,912

10,597

10,369

10,066

4,256

3,983

3,868

3,795

3,674

17

17

17

17

17

6.4

6.4

6.4

6.4

6.4

（富山地方鉄道㈱調べ） 

市内軌道及び定期路線バスの利用状況　　　　　　　　　　　     （D、台、千人、人） 

年度 

12 

13 

14 

15 

16

営業 
キロ 

配置 
車輌 

配置 
車輌 

１日平均 
乗客数 

１日平均 
乗客数 

定期路線バス （県内） 市  内  軌  道 

乗客数 乗客数 系統数 

公共交通利用者数 
１日当たりの富山市内の鉄軌道及び路 
線バスの利用者数 

61,780人 
（16年度） 

62,000人 
公共交通利用者の減少傾向の中、利便性
の向上などを図り、現状の利用者数の維持
を目指す。 

指標とその説明 基準数値（年度等） 

 

23年度目標数値 

 

目標設定の考え方 

①公共交通の利用促進

自動車利用から公共交通利用へ

転換することによって得られるさ

まざまな公益や、超高齢社会※１に

おける安全な移動手段としての公

共交通の役割などの啓発により公

共交通利用意識の高揚を図りま

す。

また、ノーマイカーデー※２の実

践などを通して、さまざまな地域

での公共交通の利用頻度を高め、

公共交通の運行の確保につなげま

す。

現状と課題

目標とする指標

施策の方向

※１超高齢社会 総人口に占める高齢者
人口（65歳以上の人口）の割合が21パー
セント以上の社会。
※２ノーマイカーデー　地球環境の保全
と公共交通機関の利用促進のため、クル
マの利用を控えてもらい、自家用車に比
べてエネルギー効率が良く、環境への負
荷の少ないバス、電車、自転車の利用を
推進する日。
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＊日常生活において、できるだけ公共交通を利用する。
＊事業者は、ノーマイカーデーの設定など公共交通の利
用を推進し、従業員は実践に努める。

公共交通利用促進啓発事業 

事　業　名 

 

平成１８年度末現況 

公共交通活性化計画パンフレットの作成、

配布など 

事業の概要（１９～２３年度） 

市民に期待する役割

総合計画事業概要
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公共交通は、環境にやさしく、子どもや高齢者などが安全に移動でき

る有効な手段として注目されていますが、利用者は年々減少傾向にあり

ます。

このため、さまざまなライフスタイルに対応できるよう公共交通を軸

とした交通体系を整備し、公共交通の利便性や快適性を高める必要があ

ります。

また、広大な市域には公共交通を利用しにくい地域もあることから、

公共交通網の整備と一体的に道路網を整備していく必要があります。

施策2 拠点を結ぶ交通体系の再構築Ⅲ-4-2

0
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65,000

72,500
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公共交通利用者数の推移 
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公共交通1日当たり利用者数の推移 

現状と課題
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公共交通利用者数 
（再掲Ⅲ-4-1） 
１日当たりの富山市内の鉄軌道及び 
路線バスの利用者数 

61,780人 
（16年度） 

62,000人 
公共交通利用者の減少傾向の中、利便性
の向上などを図り、現状の利用者数の維持
を目指す。 

指標とその説明 基準数値（年度等） 

 

23年度目標数値 

 

目標設定の考え方 

①公共交通の利便性の向上

バス交通の維持・拡大を図るた

め、生活バス路線を維持するため

の支援を行うとともに、地域自主

運行バスの支援やコミュニティバ

ス※３の運行に努めます。

また、JRやライトレール、不二

越・上滝線などの地方鉄道の鉄軌

道を中心とした公共交通の活性化

を図るため、主要駅周辺での駐車場

などの整備やアクセス道路の整備

によるパーク・アンド・ライド※４

の促進を図るとともに、フィーダ

ーバス※５の運行により、地域での

公共交通の利便性を高めます。

特に、高山本線を高頻度運行し、

活性化を図る社会実験の結果を踏

まえながら沿線主要駅周辺のコン

パクトなまちづくりを進めます。

＊日常生活において、できるだけ公共交通を利用する。
＊事業者は、ノーマイカーデーの設定など公共交通の利
用を推進し、従業員は実践に努める。

 

バス交通利用促進事業 

 

高山本線沿線まちづくり事業 

事　業　名 

生活バス路線維持支援 

地域自主運行バス支援 

コミュニティバス運行 

高山本線活性化社会実験など 

平成１８年度末現況 

 

事業の継続実施 

 

各駅関連施設及び周辺道路などの整備 

事業の概要（１９～２３年度） 

目標とする指標

施策の方向

市民に期待する役割

総合計画事業概要

※３コミュニティバス　中心市街地や公
共交通が不便な地域において、必要目的
に合わせて運行するバス。
※４パーク・アンド・ライド 交通混雑
を緩和するため、自動車を都市郊外の駐
車場に駐車（パーク）して、鉄道やバス
などの公共交通機関に乗り換え（ライド）
て、目的地まで行くシステム。
※５フィーダーバス　鉄道や基幹バス路
線などに接続して、支線的な役割を果た
すバス路線のこと。
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市民生活に密着した道路の整備にあたっては、歩行者の安全確保に努

めるとともに、自然景観や都市景観にも配慮したゆとりが感じられる道

路空間の創出が大切となっています。

また、市街地の交通需要への対応に加え、防災や産業などの多様な分

野における地域間の交流・連携を促すため、幹線道路の整備促進が必要

となっています。

施策3 地域を結び生活を支える
道路網の整備Ⅲ-4-3

地域別市道舗装率・改良率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年4月1日現在 

①路線数 

②総延長 

③実延長 

④実面積 

⑤舗装済延長 

⑥舗装済面積 

⑦砂利道延長 

⑧規格改良済延長 

⑨舗装率＝⑤／③ 

⑩改良率＝⑧／③ 

8,027

1,929,397.40

1,882,417

11,738,064

1,746,179.80

11,071,886

126,643

1,501,483.40

92.76

79.76

454

199,467

195,426

1,289,300

177,834

1,212,922

17,592

136,665

91.00

69.93

262

102,884

101,867

626,823

91,577

428,930

10,671

73,311

89.90

71.97

521

357,253

350,254

1,951,951

260,372

1,200,561

89,881

175,612

74.34

50.14

504

333,270.10

308,818.90

1,991,038.56

272,656.90

1,822,426.29

36,162.00

226,078.60

88.29

73.21

59

106,583

102,091

511,944

62,186

360,089

39,906

69,373

60.9

68.0

64

33,742

33,506

176,968

30,055

166,137

3,450

24,391

89.70

72.80

9,891

3,062,596

2,974,380

18,286,089

2,640,861

16,262,951

324,304

2,206,914

88.8

74.2

本 

m 

m 

 m2 

m 

 m2 

m 

m 

％ 

％ 

 

富山 大沢野 大山 八尾 婦中 

国道・県道の舗装率・改良率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成18年4月1日現在　   （単位：m、％） 

国 道  

県 道  

市 道  

合 計  

133,083

613,174

2,974,380

3,720,637

112,683

526,693

2,206,914

2,846,290

84.7

85.9

74.2

76.5

115,185

541,343

2,640,861

3,297,389

86.6

88.3

88.8

88.6

実延長 改良済延長 改良率 舗装済延長 舗装率 

山田 細入 計 単位 

現状と課題
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①国道や県道の整備促進

都市部や周辺の市街地、中山間

地域※６の交流・連携を強化するた

め、一般国道や県道などの整備促

進を国・県に働きかけ、各地域の

主要施設間のネットワーク化を促

進します。

②市道の整備推進

本市の道路網の骨格を構成し、

都市機能の活性化に資する幹線市

道の整備を進めます。

また、交差点での渋滞による交

通障害を解消するため、交通支障

箇所の改善に努めます。

＊道路によって結ばれている地域との交流・連携を深
め、地域同士が支えあう意識の醸成に努める。

幹線市道整備事業 

街路整備事業 

交通支障箇所改善事業 

事　業　名 

整備延長5.4D （18年度予定） 

整備延長0.5D （18年度予定） 

改善箇所6箇所 （18年度予定） 

平成１８年度末現況 

整備延長　20.6D 

整備延長　 4.1D 

改善箇所　12箇所 

事業の概要（１９～２３年度） 

施策の方向

市民に期待する役割

総合計画事業概要

※６中山間地域　山間地とその周辺の地
域を指す。全国の森林の約８割、農地の
４割が中山間地域にあり、一般に傾斜地
が多いなど農業生産条件は不利だが、国
土の保全、水資源の涵養などの多くの機
能を有している地域。


